
 
図 1．テレマティクスサービス 
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1 はじめに 
普段の生活で使用しているスマートフォン上

で通信機能を活用したナビゲーションサービス

が無料で利用できるアプリの登場により，テレ

マティクスサービスが爆発的に普及すると想定

される[1]．テレマティクスサービスとは，図 1

に示すように車載機器からの情報を，携帯電話

網を経由してテレマティクスサービスプロバイ

ダ(TSP)に集め，各種情報を TSP が加工し，逆に

各車載機器に情報を配布するサービスである． 

従来のカーナビゲーションシステムでは地図

情報などの更新には通信が必要となり，月額使

用料などユーザの負担になっていた．一方，交

通情報を地図上に表示するには，道路交通情報

システム VICS から発信される交通情報を運転手

が知ることによって渋滞が起きていない経路の

選択を行い，円滑な走行を支援するものが多い．

しかし，このシステムには路車間のインフラ整

備も必要でコスト的な問題があり，すべての道

路で利用できるわけではない． 

スマートフォンの場合，普段使う携帯電話の

通信費が定額制であり，地図データは常に最新

版に更新され，電波の入るエリア内では常にサ

ーバと通信できる利点がある．そのため，ユー

ザはコストを気にすることなく，最新の情報を

得られるため，爆発的普及が想定される．また，

スマートフォンで取得した情報のみからテレマ

ティクスサービスを実施するための情報を作成

し，配信するという試みもある[2]． 

しかし，普及すればするほど通信のトラフィ

ックは増大し，従来は無視できたような多回数

のアクセスなどがユーザやサービス側のコスト

に影響すると言われており通信量の削減は重要

な課題と考える．現在はスマートフォンの通信

は定額制になっているが今後従量制になること

も考えられる．ユーザ側の負担を減らすために

もデータ量の削減は今後の大きな課題である． 

2 関連研究 
データ量の削減に関しては様々な観点から研

究されているが，大きくは以下の 2 種類に分け

られる． 

(1) 送信するデータそのものを圧縮する方式 

(2) データの中で，推測可能なものは推測でき

る形で送信する方式 

(1)に関しては，汎用的な圧縮方式を使うケース

が多い．たとえば，zip などであり理論限界に近

い圧縮性能を実現することができている[3]．

(2)に関しては，(1)よりもさらに送る情報その

ものを削減することを目指しており，様々な研

究がある．これらの利用には，路車間通信や車

車間通信などをうまく利用することによって，

様々なプローブデータのデータ量削減を目的と

した手法が提案されている[4][5]が，スマート

フォンで携帯電話網を利用したプローブデータ

のデータ量削減に関しては適用することができ

ないものが多い． 

 一方，カーナビゲーション端末を前提に，テ

レマティクスサービスにおけるプローブデータ

の形式の標準を規定した ISO22837 を前提とした

圧縮方式の提案もある[6]．しかしながら，これ

はスマートフォンを前提としたものでなく，ま

たテレマティクスのサービスごとにデータが代

わることを前提にしており，今後普及すると思

われるスマートフォンでのサービスにそのまま

の適用はできない． 

そこで，我々は，既にスマートフォン単独で，

データ量を削減する方式に関して，ISO22837 の

フォーマットを前提とし，文献[6]の方式をスマ

ートフォン向けに改善する提案をした[7]．この

方式は差分を前提にした固定長方式であるため，

さらにその無駄を省いた動的な方式を検討した． 
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図２．継続情報を付加した 

プローブデータフォーマット 

 
図３．4 ビットデータ幅で圧縮した場合 

 

3 提案方式 
データ圧縮は初回データ送信からの差分によ

って圧縮するものとし，一度の通信単位で独立

に行うこととする．これは，一時的な通信不能

などの影響を避けるためである．次に，位置情

報，速度等の差分を表現するのに適切なデータ

長を決める必要がある．実際の平均的な道路で

の交通量の測定と，交通シミュレータによるシ

ミュレーションの結果を参考に，速度，位置情

報の平均的な差分を 3 ビットから 4 ビット程度

であれば表現することとした．停車時などでの

急激な速度変化に対しては，1 ビットの継続情報

を付加することで情報圧縮につながると考える．

図 2 の場合は，位置情報 4 ビット＋付加情報 1

ビット＋速度 4 ビット＋付加情報１ビット＋車

両情報(可変長)というようなレコードとなる．

この場合は，初回データ（ 16byte） +1 秒

（12bit+2bit+符号 bit+車両情報）のような表現

となる．即ち，1 秒間分のデータはこの場合 2～

3バイト程度になる． 

4 評価 
交通シミュレータを利用して，交通量を変化

させて複数のパターンでのデータ通信量を調べ

た．図 3 に結果を示す．全く圧縮しない場合と，

文献[7]の手法の場合と，提案手法の場合を比較

した．はじめの 1 分は初回データが含まれてい

るため，情報量が多いものの，その後において

は一定量の割合で情報量の削減ができている．

文献[7]の場合に比べても提案手法によって，2

割程度の削減が実現できている．実際には，交

通量によって削減率は変動するが，位置の差が

大きかったり，速度差が大きい場合は，自動車

そのものの台数が少ないため，データ量が大き

くなる場合があっても大きな問題とはならない． 

今回のシミュレーションでは通常の走行状態

であり，高速道路などでは，高速走行時には，

一定エリア内の自動車の台数は一般道路より少

なく，渋滞時には，一般道路と同様になると考

える．そのため，実験結果から本提案方式は一

般道を走行している車両に対して有効的である

と考えている．特に非圧縮時に比べて 8 割近く

圧縮されているので車両台数が多くなったとき，

すなわちプローブデータの送信件数が多い時に

効果が最も発揮されると考える． 

5 おわりに 
コアデータ以外にあたるセンシングデータと

呼ばれるものが ISO22837 で定義されている．こ

れらにはワイパーの動作情報や ABS の動作情報，

気温などの情報がある．これらのセンサ情報は

今回の実験では検証はしなかったが今後これら

についても圧縮することを考えている．現状で

もセンサ情報は車両１台に対して多量の情報が

あり，将来的には今以上のセンサ情報が車両に

対して加わることが想定される．そうした場合

にセンシングデータの量が今以上に大きなもの

になることが予想され，現状のデータフォーマ

ットでは対処できなくなる可能性も考えられる． 

現段階では本研究の提案方式によるデータ圧

縮は有用性のあるものであると考える． 
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